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森  脇   優  紀  
 

参加の経緯 

筆者は、日本学術振興会科学研究費助成金事

業（挑戦的萌芽研究）「デジタル資源を活用した

A・スミス経済思想の多元的学際的構造分析の

新たな試み」（研究課題番号：26590031 代表

者：東京大学・小野塚知二、以下「スミス研究

事業」と略記する）の助成を受け、2015 年 9 月

14 日から 16 日にかけて行われた York Anti-

quarian Book Seminar（以下、YABS）に参加し

た。また併せて、University College London の

Bentham Project のフィリップ・スコフィールド

（Professor Philip Schofield）教授を訪問した。本

稿は、これらの出張の記録である。なお、出張

日程と、YABS のタイムスケジュールは本文末

尾に掲載する。 

「スミス研究事業」では、世界中に散在するア

ダム・スミス旧蔵書を原本確認の上で集成した、

紙媒体の決定版カタログである「水田カタロ

グ」 1)の成果の上に立ち、さらにデジタル・ヒ

ューマニティーズの観点から、スミス旧蔵書の

新たなカタログを作成することを目的の一つと

している。 

新カタログでは、これまでの冊子体では盛り

込めなかった、書物の来歴や、書入に関する情

報、スミス著作への蔵書の引用、著作との内容

的な連関に関する情報を充実させる計画である。

これにより、所有者（読者）の思想形成過程が、

蔵書の構成から立体的に描き出されるようなカ

タログにすることを目指している。 

そこで、当該研究事業では、東京大学経済学

図書館「西洋古典籍デジタルアーカイブ」 2)を

活用しつつ、①画像に対応する詳細な書誌を作

成し、②スミスの思想に関わる情報を構造化し

て画像に埋め込む作業を行う。こうした作業を

経た上でデジタル公開することで、研究者が誰

でも自由にスミス旧蔵書にアクセスし、研究者

の意見や様々な用例を集約できるカタログにし

てゆくことが期待できるのである。なお、②に

ついて、具体的には、書入をテキスト化して分

析したものや、スミス著作への旧蔵書の被引用

情報などを画像に埋め込むことを考えている。 

YABS は、図書館員（司書）とは異なる古書

籍商の視点から、洋古書を観察・評価する方法、

カタログを作成する方法を学べる点に特徴があ

る。さらに、YABS は、古書籍業界で最も古い

歴史を誇り、世界中に会員を持つ The Anti-

quarian Bookseller’s Association（以下、ABA）が

後援している。 

今回 YABS への参加を決めたのは、図書館員

を対象とする研修ではそれほど詳しく取り上げ

られない、カタログに掲載すべき情報の選択方

法や、カタログ作成時に依拠すべき基準、また、

図書館カタログでは見過ごされがちな書籍の来

歴や構造、状態を把握し、真贋を見分けるため

のノウハウ等を学ぶことが期待でき、「スミス研

究事業」にとって有益であろうと思われたから

である。 

さて、ここで、YABS の開催地であるヨーク

について、簡単に紹介しておく。イングランド

北部ノース・ヨークシャー州の都市ヨークは、
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中世の雰囲気を残した古都であり、城壁（写真

1）に囲まれた内側には、ヨーク・ミンスター

（York Minster）や、1357 年に建設された貿易商

組合ホール（Merchant Adventurers’ Hall）など、

歴史的建造物が建ち並んでいる。 
 

 

写真 1. ヨークの城壁 

城壁内北部に位置するヨーク・ミンスターは、

カンタベリー大聖堂に次ぐ格式を持ち、13～15

世紀にかけて建造されたイギリス最大のゴシッ

ク様式の大聖堂として知られている。 

また、城壁内のシャンブルズ（Shambles）の

石畳の両側には、ハーフ・ティンバー様式の建

物が並び、中世の雰囲気を色濃く残している。

その多くは 14～15 世紀に建てられ、上階に行く

ほど外側にせり出した造りとなっている。（写真

2） 

 
写真 2. シャンブルズの風景 

YABS の会場は、城壁外のミクルゲート・バ

ー（Micklegate Bar）と呼ばれる城壁の門の近く

に位置するザ・バー・コンヴェント（The Bar 

Convent）であった。ここは、1686 年に女子校

として建てられ、イングランドに現存する修道

院の中で最も古いものである。現在もイエスの

信徒団（The Congregation of Jesus）の本部とし

て使用されているほか、宿泊施設やカフェ、会

議室、展示場を兼ね備えている。 

 

YABS と ABA について 

 YABS は、稀覯書や手稿本などを主に取り扱

うディーラーや図書館員、収集家などを対象に、

古書を扱う専門家がその専門知識と経験を伝え、

双方で情報を共有することを目的に、2014 年よ

り開始された。筆者が参加したセミナーは、第

2 回となる。 

3 日間かけて行われるセミナーでは、講義や

実習、ディスカッションを通じて、古書カタロ

グの採り方、古書の構造や状態の観察方法、真

贋の見分け方や価格のつけ方といった古書の査

定の方法などを学ぶ。また、インターネット時

代における古書籍販売のあり方に関する講義も

含まれる。 

 YABS を後援する ABA は、1906 年に設立さ

れた、古書籍商業界の中で最も古い歴史を持つ

協会である。ABA は、主に、イギリス諸島内の

稀覯書や手稿本などを取り扱うディーラーのた

めの協会で、現在、世界中で約 250 の古書店が

加盟している。 

会員の選考は、実績と高度の専門知識が求め

られ、基準は厳しく、どこでも加盟できるわけ

ではない。また、会員は ABA’s Code of Good 

Practice 3)という規則を遵守し、それに基づいて

行動しなくてはならない。残念ながら、日本の

古書店で加盟しているところは現在はない。 

 また ABA は、古書籍販売に関する教育普及

と研究の促進を行っている。例えば、古書籍販

売に関する講演やセミナーや展示会の開催、出
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版活動などを促進している。ABA には、こうし

た活動を担当する専門理事がおり、今回の

YABS にも、2 名の理事が講師として参加して

いた。 

 

2015 年のセミナーの内容 

 本年のセミナーは、講師 11 名、受講者 30 名

で行われた。受講者には、ディーラー職に就く

ことを希望する人、これから古書店を開く計画

のある人、なかでも、現在古書店に勤務してい

るが、将来独立したいと考えている若者が多か

った。 

イギリス人の他には、イタリア人、ポルトガ

ル人、オランダ人、アメリカ人、スウェーデン

人などが参加しており、本年は比較的インター

ナショナルな構成であるとのことだった。アジ

ア人は、筆者のほか、横浜国立大学教授の有江

大介氏の日本人 2 名だけであった。参加者構成

からも明らかなように、アジアへは、こうした

情報が届きにくいことから、以下、各日の講義

内容について、筆者の興味に基づいて紹介する。 
 

 
写真 3. セミナーの様子 

 

第 1 日目（9 月 14 日） 

 午前の講義は、古書店の運営面と財政面に関

する内容であった。 

運営面については、古書籍販売における心構

えとして、①常に古書を良い状態を保つように

十分に管理しておくこと、②良い業績を常に維

持しておくこと、③図書館の Web サイトを常に

チェックして、どのようなニーズがあるのかを

把握しておくこと、④取り扱う古書を限定し、

専門化してゆくべきことが強調されていた。セ

ミナーは、これから古書店を開く者も対象とし

ているため、こうした基本原則についても丁寧

に講義していた。 

財政面に関して、特に、イギリスにおける古

書にかかる付加価値税（VAT）の話は、VAT に

馴染みのない日本人の筆者にとっては、非常に

興味深かった。VAT の対象は事細かに規定され

ており、製本されていないマニュスクリプトや

手紙、額装された地図、版画や絵画、ポスター、

写真、楽譜などは、売り上げの 20%が課税され

るのに対し、書籍や製本されたマニュスクリプ

トや手紙、額装されていない地図、新聞、雑誌

などは非課税となっている。普段は購入者の側

である筆者らにとっても、多様な形態の資料を

どのように区分するかという点でも、本講義は

非常に参考になる。 

 午後は、古書の買い付けの講義から始まった。

古書のオークションの様子を写真で紹介しなが

ら、購入にあたっての心構えとして、「とにかく

じっくり書籍を見ること（Look at the book!）」

と、相手（購入元）をよく識ることが強調され

ていた。古書を十分に観察し、その書籍の来歴

を知ること、購入元がどのような人物で、実績

のある信頼できる人物であるかを確かめること

は、古書籍商としての死活を決めるポイントで

あり、非常に慎重な対応が求められることなの

だと感じさせられた。 

 Post Modern Booksellig Pt 1 は、インターネッ

ト時代の現在において、古書籍商はどのように

ウェブサイトを活用するのかをテーマにした講

義であった。内容は、主に販売目録データベー
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スの作成に関するもので、作成に適したソフト

や、掲載する必須項目について紹介された。ま

た、データベースにおいては、画像の掲載の方

法が重要であり、閲覧者が 10 分で自身のニーズ

にたどり着くことのできるものにすることが必

要であると強調されていた。講師の言葉を借り

れば、まさに、”Image is the shortcut to buyer’s 

mind”なのである。 

また、古書籍商のウェブサイトは、古書のリ

ストを掲載するのみでは不十分であり、ニュー

スレターやブログも活用することで、単なる売

買の場とするのではなく、相互の情報交換の場

として設計することが重要であるという。ウェ

ブサイトによって、研究者らが自由に相互に意

見交換・情報交換ができるカタログ作成を目指

す筆者らにとっても、このことは、非常に共感

できるものであった。 

この講義の内容は、現代の潮流に沿った有益

なものではあったが、講師のエピソードレベル

にとどまっており、具体的な手法までは紹介さ

れなかった。 

 1 日目最後の講義は、筆者が「スミス研究事

業」に直結するであろうと、最も注目していた、

カタログ作成に関するものであった。1 冊の古

書を例にして、講師が解説を加えながら、下記

のフォーマットに従って、カタログ作成の実演

を行った。 

  1. Author（姓大文字, 名） 

    2.  Title 

    3.  Imprint（出版地: 出版者, 出版年） 

    4 .  Physical Description 

  （巻数, 判型: ページ / 丁構成, 図版.  

サイズ [タテ×ヨコ mm] ） 

    5. Condition of Contents 

6. Binding  

  7. Provenance 

  8.  General Condition 

    9. Edition Statement 

    10. Notes 

    11. Reference 

 なお、上記の（  ）内は、カタログに記述す

る際の形式を示している。 

 2. Title の大文字の表記方法については、

YABS では、冒頭の頭文字と固有名詞に大文字

を使用していた。 

5. Condition of Contents では、その書籍の状態、

例えば、裏写りや錆染み、余白の切落とし、破

れなどについて記述する。 

6. Binding は、製本日、製本された国名・地

名、製本の様式、製本に使用されている素材、

修復の有無、製本の状態（例えば、裂けている、

すりむけている等）を記述する。 

7. Provenance には、蔵書票や所有者の署名、

図書館の蔵書印など、図書の来歴に関する情報

を省略なく記述する。 

8. General Condition についての記述は、Fine, 

Good, Very Good, Original Condition（出版当時の

状態） , Sophisticated（手が加えられている） , 

Ex-Library（貸本屋旧蔵）等で表現する。 

 カタログ作成にあたって特に注意すべき事項

として、4. Physical Description の判型を記述す

る際は、その古書の本紙のサイズのみで判型を

確定してはならないことが指摘されていた。ま

た、図版の記述については、Illustration と Plate

が混同されやすく、Illustration は本文中の挿図

であり、Plate は、本文とは別に印刷された図版

の紙葉で、本文の折丁付の後に挿入されるもの

だと教えられた。 

9. Edition Statement については、Impression

（刷）、Issue（発行）、States（異刷）の記述が混

同されやすいため、これらの違いを理解し、正

しく見分けなくてはならないことが、強調され
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ていた。 

 なお、カタログ作成には、ABA が定めたカタ

ログ作成のための用語集 Terms of Trade : a 

Glossary by the ABA を主に用い、John Carter の

ABC for book-collectors 4)も参照した。両者ともに、

セミナーの資料として提供された。 

 

第 2 日目（9 月 15 日） 

 この日の午前中は、第 1 日目のカタログ作成

の講義の続きで、まず講師から、特に Note 記述

についての補足があった。Note 記述にあたって

は、特に以下のことを心がけなければならない

という。 

①その本の本文だけでなく、ジャケット                                         

までも隅々まで読みたくなるような内

容を、簡潔な文で記述すること 

②カタログ作成者による評価を入れて、個

性を込めた記述にすること 

③著者の略歴など、著者に関する情報を充

実させること 

こうした Note 記述は、カタロガーの評価や主

観を排除する図書館目録とは、大きく異なって

いる。しかし、研究者が作成するカタログとし

ては、客観性を維持しつつも、こうした考えを

工夫して取り入れるべきであると考える。 

 講師による補足説明の後は、カタログ作成の

実習の時間が設けられた。受講者各自に 1 冊ず

つ古書が配布され、講義において説明を受けた

様式に従って、各自が実際にカタログ作成をす

るものであった。 

 筆者が担当した Wilfred Thomson Grenfell の A 

Labrador Doctor : the autobiography of Wilfred 

Thomson Grenfell 5)には、Provenance（来歴）に

関する痕跡が複数残されており、その部分の記

述に最も時間を費やした。特に、古書の見返し

部分には、元の所有者による署名と手書きの短

文が残されていたが、少々判読が困難で、講師

の指導を受けながら内容を理解した。カタログ

作成においては、手書き文字の判読能力が求め

られ、パレオグラフィーの分野のスキルが必要

であることを改めて実感した。 

 午後に行われた、研究機関等の図書館への古

書籍販売に関する講義は、大学の資料室に勤め

る筆者にとって、非常に関心が高い内容であっ

た。この講義の講師は、大英図書館（The British 

Library）のキュレーターであり、1500 年から

1800 年にかけての文学作品の印刷本に関する

専門家である。 

 講師は、古書籍商が大学など研究機関の図書

館に積極的に古書を販売する理由について、次

のように明言していた。 

①値切らないから 

②長期的な顧客となりうる存在であるから 

③オークションの委託や所蔵品売却の可

能性があるから 

④研究機関の図書館に販売することで、古

書店の名声につながるから 

⑤比較的安定した予算が毎年確保できて

いるから 

以上のように、クライアントである図書館に

対する、古書籍商の見方を垣間見ることができ

た。 

 
写真 4. ブックショップツアーの様子 
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2 日目の全講義終了後には、ブックショップ

ツアーが企画され、古書店を数店舗訪問した。

近郊に大学があるため、アカデミックな内容の

古書を扱う店も比較的充実しているように感じ

た。 

 

第 3 日目（9 月 16 日） 

 午前最初の The Art of the Book は、受講者自

身が様々な古書を手にとって観察する内容であ

った。装丁の様式や装丁に使われた素材を、1

点 1 点触って身体で覚えて認識することは、概

説書などを読んで得られる知識の理解をさらに

深めることにつながり、西洋古典籍の研究を職

務とする筆者としては、非常に有効な時間であ

った。 

 また、本講義では、図版の作成技術理解のた

めに、版画についての解説も充実しており、銅

版画、エッチング、ステンシルの彩色、リトグ

ラフ、コロタイプ、オフセット、シルクスクリ

ーンの版画の見分け方について、実物を見せな

がら紹介があった。これについては、参考文献

が紹介された 6)。 
 

 
写真 5. The Art of the Book の様子 

 午前の 2 番目に行われた贋作・盗品について

の講義も非常に興味深い内容であった。まず、

手書きに見られる贋作には、①手の震えが見ら

れ、筆圧が強い、②書き出しと終わりのインク

の量が多い、③修正の痕跡が見られる等の特徴

が挙げられていた。また、真贋を見分けるには、

①ピリオドやコロンの使い方の癖、②ストロー

クの癖、③署名を入れる位置に着目することが、

ポイントとなる。 

また、偽造の署名は、以下のような特徴があ

るという。 

①特に安価な書籍に見られる、本物であれ

ば非常に稀で価値のある署名 

②偽造が容易な署名 

③不可能な書法で書かれた署名 

④矛盾の見られる日付のついた署名 

⑤文字の運びに躊躇の跡がみられる署名 

 こうした、文字の細部に至るまで慎重に観察

し、一つ一つの書体を比較検討するという筆跡

論は、西洋古文書学においても、日本古文書学

においても、個人の筆跡を同定したり解釈した

りする可能性を開いたが、現状では、いまだ研

究の少ない分野である。 

筆者は、「スミス研究事業」において、特にス

ミス旧蔵書に残された書入の調査を進めており、

現在は、書入のある箇所を洗い出す作業中であ

る。今後は、書入の内容の精査と、その筆跡が

誰のものなのかを特定する作業へと進んでいく

予定である。非常に困難で時間を要する作業で

はあるが、この講義を通じて文字の特徴を捉え

るポイントを学んだことは、今後研究を進めて

いく上で、様々な有効なヒントになりうると感

じた。そこで、講義後、筆者は、贋作や筆跡に

関する参考書籍を講師から紹介してもらった 7)。 

 盗品については、その可能性のあるものとし

て、次のようなものがあげられていた。 

①ナポリのジロラミーニ図書（Biblioteca 

statale oratoriana dei Girolamini di Napoli）

など、イタリアの図書館に由来する書籍 

②コペルニクスやガリレオの著作 
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③由来のたどれない書籍（例えば、架空の 

図書館の名前があるもの、アルゼンチン  

のコレクターに由来するもの） 

 こうしたものを、盗品の可能性があると指摘

している背景には、2012 年にジロラミーニ図書

館で大量の書籍が盗まれるという大事件がある。 

2012 年 3 月、当時の図書館長であったマリ

オ・マッシモ・デ・カーロ（Mario Massimo de Caro）

が、図書館が所蔵するガリレオの著作など数千

冊の書籍を盗み出し、そのうちの 438 点をミュ

ンヘンのオークションにかけようとしていたの

である。オークション前日に、これらの書籍は

出品が差し止められ、ミュンヘンの警察に押収

された。そして、2 週間後にデ・カーロはナポ

リの警察に逮捕された。 

 また、デ・カーロは、2003 年頃から古書の偽

造もしており、ブエノスアイレスでは、職人を

雇って紙を作成し、19 世紀のインクから、化学

反応によって酸性の強い 17 世紀の水性インク

を再現していた。 

この事件によって、古書籍業界には大きな激

震が走り、当時、国際古書籍商連盟（ILAB）は、

ホームページ上で注意喚起したのである 8)。 

また、盗品の購入を回避する策として、買い

取りを急かす売り手を警戒すること、盗品に関

する”Black Museum”データベースなどを作成し、

古書籍商間のネットワークで情報を共有するこ

とが必要とのことであった。同業者同士の信頼

関係の構築と、情報共有の必要性を感じさせら

れた。 

午後の Cataloguing an Archive では、具体的な

整理の様子を写真で紹介しながら、個人書簡な

どのアーカイブズ資料をいかに古書店カタログ

に掲載するかについて講義があった。アーカイ

ブズ資料のカタログではイントロダクションや

解題が非常に重要になってくる。そのためにも、

資料の内容についての綿密な調査や分析は不可

欠なのである。講師は、自身の体験談を交えな

がら、アーカイブズ資料の整理は、なによりも

楽しむことが大切であるとも話していた。筆者

が勤務する東京大学経済学部資料室では、アー

カイブズ資料の整理が職務の大きな柱となって

いるため、刺激となる講義であった。 

 講義の最後は、古書籍の売買に、Facebook や

Twitter、Instagram などの SNS をどのように活用

するのかについて、主に議論する場となった。

講師自身は、SNS の活用に肯定的な立場であっ

た。一方で、SNS によって大量の問い合わせが

くることが想定されるが、全てに回答が出来る

のかなど、管理の問題についての異論があがっ

ていた。 

 

Bentham Project 訪問 

 YABS 終了の翌日午後は、有江氏と共に、

University College London （以下、 UCL ）の

Bentham Project（以下、BP）のフィリップ・ス

コフィールド教授（Professor Philip Schofield）

を訪問した。 

 BP は、ベンサムの著作や主として UCL の図

書館が所蔵する彼の手稿を集成した The Col-

lected Works of Jeremy Bentham の刊行を目指し

て 1959 年に設立された。まず、手稿資料を正確

に翻字することから着手し、2010 年には、Web

を活用して、ベンサムの手稿資料をクラウドソ

ーシングでテキスト化する Transcribe Bentham

（以下、TB）の運営を開始した。 

スコフィールド教授には、2014 年 8 月 25 日

に東京大学にて開催した、「スミス研究事業」主

催の「デジタル・ヒューマニティーの最前線と

経済学史研究」の公開ワークショップにて、BP

の概要と、TB の具体的な作業内容と課題につ

いて講演していただいた 9)。そのため、今回は、
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その後のBPの近況やTBの進捗情況などを確認

し、相互に情報交換することが訪問の主な目的

となった。 

BP は、本来は Bentham House 5 階の法学部内

におかれているが、Bentham House が 2017 年夏

までリノヴェーション工事中のため、現在は

Bidborough House に移転中であった。 

2014 年の公開シンポジウム以降の研究成果

として、 BP では、 Jeremy Bentham’s Prison 

Cooking : a collection of utilitarian recipes 10)を刊

行 し て い る 。 こ れ は 、 パ ノ プ テ ィ コ ン

（Panopticon）と呼ばれる、ベンサムが設計し

た刑務所ならびにその関連施設において、囚人

に提供すべき食事のレシピ案のベンサムによる

手稿資料を翻字し、食物史などの専門家の監修

の下、解説を加えたものである。 

ベンサムは、社会の幸福の最大化のためには、

犯罪者や貧困者層の幸福を底上げすることが必

要であると考え、また、当時のイギリスの非人

道的な刑務所事情に心を痛めていた。それゆえ、

こうしたパノプティコンや囚人のためのレシピ

を考案したのである。 

TB の進捗状況については、特に文字の自動

認識システムのために、翻字のソフトウェアの

改良を行ったとのことであった。現在のシステ

ムでは、まず行単位で文字とスペースを認識し、

続いて文字の形態を分類し、その後にイレギュ

ラーな行を認識するという手順で自動認識をす

るとの説明を受けた。 

ただし、欧文の続け字（日本におけるくずし

字）の自動認識は、なお困難であり、さらなる

改善の必要があるとのことだった。続け字の自

動認識の問題は、西洋も日本も共通して直面す

る問題なのだと感じた。また、この問題から、

日本のくずし字の自動認識についての話題とな

り、日本では、凸版印刷株式会社が、江戸期以

前のくずし字の古典籍の文字を判別し、テキス

トデータ化する OCR 技術を開発したことを紹

介した。 

TB をはじめとする BP の研究プロジェクトは、

「スミス研究事業」にとって、特に、スミス旧

蔵書に残された書入を、画像とテキストの両方

でデジタル公開を行う上で、先行する重要な参

照事例となる。今後も、BP との交流、情報交換

を継続していきたい。 

 

【謝辞】Bentham Project 訪問に際して、フィリップ・

スコフィールド教授には、ご配慮いただいた。ここ

に改めて、感謝の意を表したい。 

本稿は、JSPS 科研費 26590031 による研究成果の

一部である。 

 

（もりわき ゆき：東京大学大学院経済学研究

科特任助教）
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【出張日程】 

9 月 12 日 午前、成田発、同日午後、ロンドン着 

 9 月 13 日 ヨークへ移動 横浜国立大学の有江大介教授と合流 

 9 月 14 日～16 日 York Antiquarian Book Seminar 受講 

 9 月 17 日 ロンドンへ移動 University College London の Bentham Project を訪問し、フィリップ・スコ 

フィールド教授と面会 

 9 月 18 日 有江大介横浜国立大学教授と研究打ち合わせ、資料・情報収集 

 9 月 19 日 午前、ロンドン発 

 9 月 20 日 午前、成田着 

 

【York Antiquarian Book Seminar タイムスケジュール】 

 9 月 14 日 (8:30-17:30) 

  08:30-09:30 Registration 

09:30-10:15 Introduction 

  10:15-11:15 Crucial things I wish I had known on day one of my bookselling career (Sally Burdon) 

  11:30-11:45  Keeping your books… the other kind. Business structures and financial know-how  

(Alice Laverty) 

  11:45-12:45 Bookselling Fundamentals : Business Basics Part I (Sophie Schneideman) 

  13:30-14:30 Buying Books (Anthony Smithson and Justin Croft) 

  14:45-15:45 Post Modern Bookselling Pt 1 (Jonathan Kearns) 

  15:45-17:30 Bibliographical Description (Simon Beattie and Justin Croft) 

 

9 月 15 日 (8:30-19:30) 

  08:30-10:15 How to Catalogue a Book(Simon Beattie and Justin Croft) 

  10:30-12:30 Cataloguing Workshop   

  13:15-14:15 Speciality Dealer (Janette Ray) 

  14:15-15:15 Selling to Institutional Libraries (Tim Pye and Simon Beattie) 

  16:30-17:15 Book Fairs and Running an Open Shop (Anthony Smithson) 

  17:30-19:30 Bookshop Tour 

 

9 月 16 日 (8:30-16:30, 18:30-21:00) 

  08:30-10:15 The Art of the Book (Sophie Schneideman) 

  10:30-12:15 Fakes, Forgeries &Theft (Adam Douglas) 

  13:15-14:15 Evaluating, Pricing & Selling (Nigel Burwood) 

  14:30-15:30 Cataloguing an Archive (Ed Maggs) 

  15:30-16:30 Post Modern Bookselling Pt 2 (Jonathan Kearns) 

   16:30-onwards Open forum  

   18:30-21:00 Farewell Dinner 
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1) Hiroshi Mizuta ed., Adam Smith's library : a catalogue, Oxford: Claredon Press, 2000. 
2) 当データベースでは、東京大学経済学図書館が所蔵する「アダム・スミス文庫」（全 314 冊）のうち、234 冊

をインターネットで公開している。詳細は、『東京大学経済学部資料室年報』（以下、『資料室年報』）第 4 号、

2014 年 3 月、1-15 頁を参照のこと。 
3) 規則については、ABA の Website で確認することができる。 

http://www.aba.org.uk/About-the-ABA/ABA-Rules-Guidelines/Code-of-Good-Practice  (Access: 2016/03/12) 
4) John Carter & Nicolas Barker, ABC for book-collectors, 8th edition, New Castle: Oak Knoll Press ; London: The British 

Library, 2004. なお、この第 6 版には翻訳がある。横山千晶訳『西洋書誌学入門』図書出版社、1994 年。 
5) Wilfred Thomson Grenfell, A Labrador Doctor : the autobiography of Wilfred Thomson Grenfell, third edition, London: 

Hodder and Stoughton, [c.1909-1921]. 
6) Bamber Gascoigne, How to identify prints : a complete guide to manual and mechanical process from woodcut to ink jet, 

London: Thames and Hudson, 1986. 
7) Kenneth W. Rendell, Forging history : the detection of fake letters & documents, Norman and London: University of 

Oklahoma Press, 1994.  
Kenneth W. Rendell, History comes to life : collecting historical letters and documents, Norman and London: Univer-
sity of Oklahoma Press, 1995. 

8) 事件に関する詳細については、海紅悟「ガリレオ『星界の報告』偽造
フェイク

をめぐって」『イタリア圖書』53、2015
年 10 月、9-17 頁も参照して補足した。 

9) Philip Schofield and Tim Causer, “Jeremy Bentham and the Computer Age：reflections on crowdsourcing the tran-
scription of handwritten documents”『資料室年報』第 5 号、2015 年 3 月、2-19 頁。 
なお、公開ワークショップ全体の概要については、拙稿「『2014 公開ワークショップ デジタル・ヒューマニ

ティーの最前線と経済学史研究』（2014 年 8 月 25 日、於東京大学大学院経済学研究科・小島ホール 1 階第 1
セミナー室）参加記」同、第 5 号、20-22 頁。 

10) UCL and Transcribe Bentham, Jeremy Bentham’s Prison Cooking : A Collection of Utilitarian Recipes, London : UCL 
Centre for Publishing, 2015. 
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